
まきのはら教育委員会だより

令和７年度牧之原市教育委員会表彰

令和７年度「少年少女ノーベル賞」「教育委員会表彰」受賞者をお知らせします。

少年少女ノーベル賞

教育委員会表彰

▼永野 大地（相良小学校６年）

とびうお杯 第40回全国少年少女水泳競技大会 混合 4×50ｍ メドレーリレー ６位

▼水野 浩輝（相良小学校６年）

とびうお杯 第40回全国少年少女水泳競技大会 混合 4×50ｍ メドレーリレー ６位

▼石原 沙天（相良小学校６年）

とびうお杯 第40回全国少年少女水泳競技大会 混合 4×50ｍ メドレーリレー ６位

▼永脇 莉華（細江小学校５年）

とびうお杯 第40回全国少年少女水泳競技大会 混合 4×50ｍ メドレーリレー ６位

▼近藤 琉稀（榛原中学校３年）

令和７年度（第77回）明るい選挙啓発ポスターコンクール 文部科学大臣・総務大臣賞

▼油井 小夏（榛原高等学校３年）

三菱みらい育成財団 高校生MIRAI万博 第１部 高校生たちの成果発表 最優秀賞

▼児玉 翔悟（相良小学校１年）

第75回静岡県席書コンクール 最優秀賞

▼前田 響（相良小学校５年）

第５回全日本少年少女極真空手道選手権大会 小５男子の部 ３位

▼KAIO SHIRABE YOUSUKE（川崎小学校３年）

第75回静岡県席書コンクール 最優秀賞

▼松本 衛（榛原中学校２年）

第３回 U13ジャパンオープン・レスリングトーナメント 110kg級 優勝

▼泉地 龍空（榛原中学校３年）

令和７年度 静岡県U15バスケットボール選手権大会 兼 全国U15選手権静岡県予選 優勝

▼伊藤 悠生（東海大学付属静岡翔洋高等学校１年）

皇后杯 JFA 第47回全日本女子サッカー選手権大会 静岡県大会 優勝

少年少女ノーベル賞：全国レベルで優秀な成績を収めた、20歳未満の方・団体(全国８位以内)

教育委員会表彰：県大会等で優秀な成績を収めた方・団体(県１位相当)

※同じ競技や部門などで過去に表彰を受けている場合は対象となりません。

ただし、過去に教育委員会表彰を受賞している場合でも、ノーベル賞を受賞することは可能です。
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＜教育総務課 TEL：0548-53-2642＞

山﨑こども教育賞
令和７年度の「山﨑こども教育賞」受賞者をお知らせします。

▼川村 紘之 （相良小学校６年） 意思を強くもって行動する力

▼河原 澪 （相良小学校６年） 思いやりのある温かな関わり

▼今村 朝陽 （菅山小学校６年） 友達やまわりの人への思いやり

▼大石 彩葉 （萩間小学校６年） 責任感あふれる言動

▼増田 春道 （地頭方小学校６年） 友達やまわりの人への思いやり

▼縄巻 凜柚 （牧之原小学校６年） 友達やまわりの人への思いやり

▼山本 ひより（川崎小学校６年） 友達や周りの人への思いやり

▼中山 理世 （川崎小学校６年） 日々の授業の積極的な取り組み

▼遠藤 莉子 （細江小学校６年） 積極的な委員会活動

▼増田 凜花 （細江小学校６年） 友達やまわりの人への思いやり

▼赤堀 佑玖奈（勝間田小学校６年） 勉強や特別活動への意欲的な取り組み

▼福代 源士 （坂部小学校６年） まわりの人・物への思いやり

▼増田 健人 （相良中学校３年） 思いやりを持ってリードする合唱

▼小山 心寧 （相良中学校３年） 友達やまわりの人への思いやり

▼川嶋 琉生 （相良中学校３年） 友達や周りの人への思いやり

▼松下 和煌 （相良中学校３年） 友達やまわりの人への気遣い・声掛け

▼原﨑 百花 （牧之原中学校３年） 何事にも一生懸命取り組む姿

▼岸本 未夢 （榛原中学校３年） リーダーとしての責任ある行動

▼山村 琉季 （榛原中学校３年） リーダーとしての責任ある行動

▼鈴木 琴音 （榛原中学校３年） リーダーとしての責任ある行動

▼良知 杏音 （榛原中学校３年） 他の模範となる行動

▼櫻井 世奈 （榛原中学校３年） リーダーとしての責任ある行動

【対象】

小学６年生・中学３年生で思いやりある行動や日ごろの努力が顕著であり、

他の模範となった児童生徒。

「山﨑こども教育振興財団」とは

故 山﨑貞一氏が寄付された３億円をもとに、牧之原市内各小・中学校の

こどもたちに理科・科学の学習支援等を行っている財団です。



リーダーとしての責任ある行動

＜学校教育課 TEL：0548-53-2645）＞

GIGAスクール構想に基づきGIGA第１期とし
て整備した、市内小中学生の学習者用１人１
台端末導入から５年が経ったため、GIGA第２
期として端末の更新を実施しました。

＜学校教育課 TEL：0548-53-2645＞

新端末は、令和８年度４月より各校で使用さ
れます。
各家庭には、 「使用の約束」を守り、大切に
使用するようお願いしております。
端末で様々な学習を実践し、次代を切り拓
く力をつけていく一助となることを期待して
います。

新端末：Lenovo 500e Yoga Chromebook Gen 4s



ｓ

新しい学校づくりに関するご質問 ( Q & A )や 、検討の過程 、
基本構想 ・基本計画の内容は 、市ホームページからご覧ください 。

これまでに実施した意見交換会やアンケートなどで
寄せられた主なご質問について、お答えします。

Q.牧之原市の新しい学校づくりってなに？
予測困難な社会でも子どもが主体的に生きていく力をつけたい。

子どもたちには、安全で教育活動がしやすい施設で、たくさんの友だちと様々な経験や、多様な学
びにより、充実した学校生活を送ってもらいたいと願っています。

平成３１年に３月に策定した「望ましい教育環境のあり方に関する方針」では、

子どもたちの「次代を切り拓く力」を育むため、「キャリア教育を軸とした小中一貫教育と社会全
体で子どもを育む仕組み」を進めるとし、それを充実するための施設として、「安心・安全で学び
やすく、通いたい・通わせたいと思ってもらえる魅力的な小中一貫校（義務教育学校）を目指す」

として学校再編の検討をスタートしました。

現在牧之原市では、全小中学校で牧之原市版キャリア教育である起郷家教育、小中一貫教育、
コミュニティ・スクールを進めると共に、新しい学校施設の建設設計を進めています。

きごうか

報告会では、新しい学校づくりの経過や今後の予定、
榛原地域義務教育学校の基本設計についてお伝えしました。

また、有識者によるパネルディスカッションでは、多様な学び
に対応する空間の考え方や、地域と学校のつながり、設計に
込めた思いなどについて意見が交わされ、会場からの質問
にもお答えしました。

参加者からは、「新しい学校のイメージが分かった」
「完成が楽しみ」といった声が寄せられました。

令和８年度からは榛原地域義務教育学校の実施設計が
始まり、より具体的な設計を進めていきます。今後も情報
発信を行いながら、新しい学校づくりを進めていきます。

＜学校再編推進室 TEL：0548-53-2640＞



当施設では、老朽化による雨漏り等の影響により、雨天時は第一体育館の利用を停止
するなど、利用者の皆様に多大なご迷惑をお掛けしておりました。
これらを解消するため、公益財団法人B＆G財団の修繕助成を受け、総事業費

56,023,000円のうち26,200,000円の助成をいただき、体育館の屋根および外壁の全面改
修のほか、トイレ改修工事、床の張替え等を実施し、リニューアルオープンをする運び
となりました。
３月15日には、公益財団法人B&G財団より理事長の菅原悟志様にお越しいただきリ

ニューアルオープン式典を開催しました。ぜひ、新しくなった相良B&G海洋センターへ
お越しください。

▲リニューアル記念式典の様子

◀正面玄関

ロビー▶

＜スポーツ推進課 TEL：0548-53-2643）＞

田沼家ゆかりの名刀お国帰りプロジェクト
（事務局：牧之原市教育委員会 文化振興係内
電話：0548-53-2626／メール：bunka@city.makinohara.lg.jp



〇ご意見・ご感想などお待ちしております↓
発行：牧之原市教育委員会・牧之原市菊川市学校組合教育委員会
電話：53-2642 FAX：53-2657 メール：kyoiku@city.makinohara.lg.jp

―編集後記―

＜編集委員長 池ケ谷 祐太＞

卒業式の季節を迎え、子どもたちがそれぞれの学び舎を巣立っていき

ました。式では、これまでの努力や仲間との思い出が一人ひとりの表情

にあふれ、成長の大きさを実感するひとときとなりました。

支えてくださった保護者や地域の皆様への感謝の気持ちも、改めて感

じられたことと思います。新たなステージへ進む皆さんが、自分らしく

挑戦を重ね、未来を切り拓いていくことを心より願っています。

これからも地域全体で子どもたちの成長を見守ってまいります。

仕事、外出、リフレッシュなど
パパママをサポート！

対象： 首がすわった、おおむね生後４か月から小学校６年生までの子ども

料金： 600円～※依頼内容によって異なります。まかせて会員への報酬となります。

内容：（まかせて会員のご自宅などで）子どもの一時的な預かりや園や児童クラブへ

の送迎など、おねがい会員からの依頼を受け、対応可能なまかせて会員と

マッチングをして実施します。

①おねがい会員（依頼会員）
首がすわったおおむね生後４か月から小学校６年生までの乳幼児及び児童の保護者

②まかせて会員（提供会員）※活動前に研修を受けていただきます。
牧之原市及び近隣市町在住の方で、子育て支援に興味関心のある方

③両方会員（依頼・提供会員）
①＋②を兼ねた会員

＜牧之原市ファミリー・サポート・センター(子ども子育て課内) TEL：0548-23-0077＞


